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世界は今、激しく変化しています。
グローバル化の進展が人々の国際的な移
動の爆発的拡大をもたらし、人工知能（AI）
やビックデータ、Internet of Things（IoT）
等の先端技術の急速な高度化は、国内外
の産業構造や私たちの生活環境に大きな
影響を及ぼしつつあります。
こうした先を見通すことが困難な時代に
あってなお、社会変革を実現していくため
には、変化を受容し、異文化を理解・尊重
しながら、チャレンジ精神を持って新しい
価値を創造することのできるグローバル人
材を育成することが重要です。
海外留学は、そのための一つの有効な手段
です。若い時期の留学や海外経験は、将来
の可能性や選択肢を広げ、また、多様な
人々との関りの中で海外から日本を客観的
に眺めることは、広い視野と俯瞰的な視点
を身に付ける絶好の機会ともなります。こ
のため、文部科学省では、若者の海外留学
などの新しい挑戦を後押しできるよう、海
外留学促進キャンペーン「トビタテ！留学
JAPAN」を推進し、海外留学の魅力や意
義等を広く情報発信するとともに、国費に
よる海外留学支援を行っています。
さらに、民間企業・団体等とも連携し、オー
ルジャパンでグローバル人材を育成する
取組を進めています。その中核である「官
民協働海外留学支援制度～トビタテ！留
学 JAPAN 日本代表プログラム」では、
240 を超える民間企業・団体・個人から
の約 120 億円のご寄附を活用し、これま
でに約 8 千人の若者が、海外での多様な
実践活動の経験等を経て、グローバル人
材としての成長を遂げています。
これからの社会変革を担う若い世代一人
一人の可能性を最大限に伸ばすことので
きるよう、50 年後 100 年後の未来を見
据え今後も全力で取組んでまいります。
将来の日本を支えるグローバル人材の育
成につきまして、皆様方の御理解と御協
力をよろしくお願いいたします。

グローバル化、ボーダレス化が加速する
今日では、世界、日本国内の問題の解決
も、若者たちの夢や志も、国境を超えて
多くの人を巻き込み、協力し合わなけれ
ば実現できない時代になっています。一
方で、世界は自分の予想する以上に広い
もので、楽しいことが多くワクワクする
場があり、多様で魅力的な人たちがいる
ことも事実。だからこそ、意欲あるすべ
ての若者に自分を知る、世界を知る経験
をしてほしいし、最も意欲と使命感のあ
る若者に最高の機会を提供したいという
思いがあります。 2013 年 3 月、私を含
めた日本のヤング・グローバル・リーダー

（ダボス会議が選ぶ世界の若手リーダー）
たちが、下村文部科学大臣と教育課題に
ついて議論し生まれたこのプロジェクト
は、若者の海外留学を応援する経済界を
はじめ、国を挙げての協力をいただいて
います。
私自身、海外で多様な国籍の人と切磋琢
磨する中で、楽しい経験も、苦しい経験
もしました。そこで初めて、自分自身の
アイデンティティや日本を客観的に理解
することができました。若いときに、海
外で異なる環境、多様な価値に触れ、他
者と協力した経験や葛藤は今の私の礎で
あり財産となっています。
2020 年、東京でのオリンピック・パラ
リンピック開催を控え、世界中が日本に
熱い視線を注ぐ今こそ、世界に出て視野
を広め、視座を高める経験、自分や日本
という国を客観視する経験をするまたと
ないチャンスではないでしょうか。
このプロジェクトの使命はできる限り多
くの若者に留学の機会を提供することで
す。若者が留学経験を通してとことん視
野を広げ、視座を高めるタフな経験を積
み、広く世界を知ってほしいと思ってい
ます。そのために、みなさまにこのプロ
ジェクトを様々な形で応援してほしいと
心から願っております。

文部科学大臣
教育再生担当大臣

文部科学省 官民協働海外留学創出プロジェクト
ディレクター萩生田 光一 船橋 力

■ 日本の大学生等・高校生の留学生推移 ■ トビタテ！留学JAPANの留学生推移
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日本 代表プログラム 派遣状況

総計7,801人※　が飛び立った！
※ 2019年12月現在（国名未記入含む）

日本の学生のために多大 なるご寄附をいただき、
  誠にありがと うございます。

※データは、2019 年 12 月現在※データは、2019 年 12 月現在
高校生は隔年で調査
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とは？

「トビタテ！留学JAPAN」は、日本再興戦
略に基づき文部科学省、（独）日本学生支
援機構、民間企業のオールジャパン体制
で 2013年に開始した官民協働プロジェ
クトです。若者の留学機運を高め、留学
者数を 2020年までに倍増することを目
指していています。代表的な取組として、
民間寄附による返済不要の給付型奨学金
制度「トビタテ！留学JAPAN日本代表プ
ログラム」により、毎年約1,500名の大
学生・高校生等を支援しています。

Ambassador

Global
Leader

Evangelist

留学生増加のため
「留学のエヴァンジェリスト
（伝道師）」として活動する

留学期間中は、「日本のア
ンバサダー」として日本の
良さを発信する

留学を通じて最大
限に成長し将来の
「グローバルリー
ダー」を目指す

民間企業等が
取組む活動

政府・学校が
取組活動

経済的
援助

全ての
若者への
留学機会

民間資産
（知見等）
の活用

学生等への
動機づけ

高校・
大学の
体制整備

企業・
就職先の
評価

学事暦の変更等
の高校・大学の
国際化推進による
留学機会の創出

留学の社会的な認知の拡大や
保護者の理解促進

企業が期待する留学経験を持つ
学生等の就職を支援

産業界が求めるグロー
バル人材像の提供と学
生等への具体的な取
組（インターンシップ
の提供含む）の促進

奨学金による留学資金の提供

民間×政府が、一体となることで相乗効果が期待されます

トビタテ！留学JAPAN事務局は、出向者を中心に様々なチームが構成され、トビタテ！留学JAPANを支えています。

■ 官民協働で留学機運を醸成

■ トビタテ！留学JAPANを支える事務局

■ フラッグシップとして日本代表プログラムの実施

本プログラムの支援対象 トビタテの派遣留学生の役割

学生が自ら留学計画を作成
＋

学内での修学に限らない多様な実践活動を支援

■ 日本代表プログラムの流れ

日本学生支援機構
（JASSO）

産業界
民間企業

教育機関
大学・高校等

文部科学省

文部科学省職員
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財務管理

募集・選考

自ら目標を立て、計画を作成する

事前研修

留学

事後研修

コミュニティ
活動

学生が自ら作成した留学計画を支援企業の人事担当が審査、評価軸は「独自性」
「パッション」「好奇心」で本気で留学しよういう意思と意欲の強い学生を選抜
します。

“経験から学ぶ”ためのマインドセット
なんのために留学をするのか、自己理解を促進し、将来のグローバルリーダー
になるために動機づけをします。そして、行っただけで終わらない留学目的・
計画の明確化を図ります。

様々な経験をする
留学先での実践活動と日本を発信するプロジェクトを必須とし、支援企業社員
によるメンタリング（希望者のみ）を毎月実施します。学生の多様な留学を支
援しています。

経験を意義づけ次の行動に繋げる
留学での経験をもとに自己軸の再確認をしつつ、経験の価値を言語化することで
真の血肉としていきます。また、未来のリーダーに向け意識を転換し、長期的
展望の整理をします。

活動継続のプラットフォームとなる
留学価値のエヴァンジェリスト（伝道師）として日本の留学機運醸成に貢献し
ます。そして、志高い仲間とともに、経験の成果を社会還元していきます。

グローバル人材育成コミュニティ

学生等が立案・作成した
留学計画を支援

“実践活動” を焦点とした留学
(海外インターン、海外ボランティア活動

PBL、フィールドワーク等)

単位や学位認定の必要なし
(大学が学修活動と認めた活動)
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■ 多彩な人材育成とSDGsを目標とした留学コースを紹介！

■ トビタテ生の状況を各種グラフでご紹介！

大学生合格者
大学生は、男女比1:1、理系半数、留学先は計116ヶ国と多様。　　　　　　　　　 高校生は、女子7割。英語学習中心だが、座学に限らない多様な海外留学を経験。

高校生合格者

57%
15%

15%

13%

100%=5,116人 100%=4,541人（第3期以降新設の地域人材コース575人除く） 100%=5,116人 100%=2,685人 100%=2,685人 100%=2,685人

26%

74%
49%51%

男

理系、複合・融合系人材
未来テクノロジー人材枠
多様性人材
世界トップレベル大学等
新興国

欧州（39ヶ国）
北米（2ヶ国）
アジア（21ヶ国）
大洋州（7ヶ国）
アフリカ（23ヶ国）
中南米（16ヶ国）
中東（8ヶ国） 計116ヶ国女

男
女

45%

3%
25%

15%

12%

アカデミック(英語
学修メイン)
スポーツ・芸術
国際ボランティア
プロフェッショナル

欧州（26ヶ国）
北米（２ヶ国）
アジア（20ヶ国）
大洋州（6ヶ国）
アフリカ（12ヶ国）
中南米（10ヶ国）

計76ヶ国

（第1期～第11期） （第1期～第5期）
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4% 2%

40%

28%

21%
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男女比 コース比 留学先比 男女比 コース比 留学先比

特に環境・エネルギー、
ライフサイエンス、情
報通信技術、農林水産、
モノづくりの分野で学
習や研究、インターン
シップ、フィールド
ワーク等の留学を支援
します。

佐々木 亮太
9 期 スウェーデン
東北大学

体に優しい診断・治療
機器の開発研究者を目
指して
ヨーロッパの研究の様
子について学ぼうとス
ウェーデンとフランス
に留学した。スウェー
デンでは大学の研究室
でフィールドワークを
行い、現地の人々の研
究に対する考え方やス
タイルについて学ん
だ。また，フランスで
は研究インターンシッ
プを通じて最先端の医
工学研究に触れること
ができた。

世界大学ランキング
100 位以内に位置す
る大学や、同等の教育
レベルにある研究機関
等への留学を支援しま
す。

若杉 美穂
9 期 イギリス
名古屋大学

フツーの 21 歳が夢を
追った１年間ー演劇留
学・57 ヶ国巡る旅ー
叶うはずないと諦めて
いた夢を追いかけイギ
リス最高峰の演劇学科
に留学しました。人生
初の挫折を経験しなが
らも、必死に自分が活
躍できる場を探して舞
台に立ちました。また
留学中に世界への偏見
に衝撃を受けた私は、
将来自分の目で見た事
実を基に物事を語れる
人になりたいと、ヨー
ロッパ全ヶ国を含む
57 ヶ国を訪れました。

今後、経済成長が期待
される国や地域でのビ
ジネスを視野に入れた
若者を対象に、新興国
などへの留学を支援し
ます。

森下 仁道
9 期 ザンビア
筑波大学

アフリカのスポーツ
～その実態と可能性～
2018 年10 月よりザン
ビアに渡航し、FC MU
ZA でプロサッカー選
手として活動。内側に
入ったからこそでき
た経験（黒魔術や人
種差別等）の連続でし
た。ま た 指 導 者 と し
て の べ1,000 人 以 上
の子どもたちとサッ
カーを通して交流す
る他、個人トレーナー
として起業し、アフリ
カスポーツの可能性
を模索してきました。

スポーツ、芸術、政治、
行政、教育、メディア、
観光。ファッション、
日本文化（古典芸能、
和食等）など、様々な
分野や活動において、
今後の活躍が期待でき
る人材の留学を支援し
ます。

北川 美乃里
9 期 アメリカ・オランダ
関西学院大学

5 年がかりの美容留学
ヘアメイクを学ぶた
めハリウッドにトビ
タった高校二年生の私
が、今度は「エシカル
コスメを日本に」と
いうテーマでオランダ
で持続可能なビジネス
を学び、フィリピンで
インターンを経験しま
した。留学中はお化粧
を通して女性の自尊心
向上に繋がるイベント
や、手作りコスメの
ワークショップを開催
し美容を通じた社会貢
献を実践しました。

地域の発展に貢献する
ことを希望する学生を
対象とした留学コース
です。

佐藤 文冶
9 期 オーストラリア
奈良学園大学

環境保護のノウハウを
学びに
世界一環境に優しくな
い国として有名だった
オーストラリアが、ど
うして今は環境保全大
国として有名になって
いるのか不思議に思
い、そのノウハウを日
本に持ち帰ることがで
きるのではないかと考
え、留学を決意しまし
た。英語が苦手な私の、
自然環境を守りたいと
いう思いだけで始めた
留学を通して見えてき
た自然の大切さ、人々
の温かさを胸に、日本
でも活動し続けたいと
思います！

「アカデミック分野」「プロフェッショナル分野」「スポー
ツ・芸術分野」「国際ボランティア分野」での１年以内
の留学を支援します。

角田 七菜
5 期 オランダ
プロフェッショナル分野
名東高等学校

大学病院と助産院での違いとは
～インターンシップを得て～
なぜオランダは助産師先
進国なのか。その理由を
探るべく、以前、日本で
行った産婦人科での職場
体験の知識を活かして現
地の病院や助産院でイン
ターンシップをしてきま
した。オランダの整った
制度が人々の幸せを作る
のだと確信し、日本の制
度やシステムを変えてい
ける人になりたいと思っ
ています。

曽我 菜々美
5 期 ニュージーランド
アカデミック（ショート分野）
清泉女学院高等学校

幸福度の差って？
〜ニュージーランドと
違う捉え方
国連が発表する「世界幸
福度ランキング」。日本
の幸福度ランキングを向
上させるヒントを見つけ
るため、近年高順位を獲
得するニュージーランド
に留学しました。400 を
越えるアンケート回答を
集めるための工夫と苦
労、言語だけでなく興味
のあることを自分から海
外へ学びに行く経験は明
らかな自己成長へと繋が
りました。

2017 年より大学生等に
ついては「理系、複合・
融合系人材コース」内に
設置。高校生については

「プロフェッショナル分
野」内に設置されました。
日本と世界の未来をつく
る、８つの領域を研究す
る学生を支援します。

樋澤 秀悟
5 期 アメリカ
プロフェッショナル分野

（未来テクノロジー人材枠）
本庄東高等学校

最前線の米シリコンバレー
で鮮明な目標を発見

「世界一のクリエイター
になる」と決め、今年７
～９月の８週間、米カリ
フォルニア州に IT 留学
をした。普段の生活では
得られない体験、そして
世界の IT 業界をリード
する様々な企業の方や仲
間と出会い、漠然として
いた自身の目標が「世界
の社会問題を、映像技術
を用いて解決するクリエ
イターになる」との明確
な目標に向かって活動し
ようと決意できた。

理
系
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合・融
合
系
人
材
コ
ー
ス
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界
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ル
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2019 年 留学体験発表会に登壇した派遣留学生から抜粋。

写真右 写真右
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これまでに246社の団体・企業様および200名を超える
個人の皆様から約118.3億円の
ご支援をいただきました。

留学体験発表会 TOBITA Tech （トビタテック）

第 2 回トビタテ！留学
体験発表会を全国６都
市（東京・仙台・大阪・
名古屋・福岡・広島）
にて開催しました。
高 校 生 コ ー ス 58 名、
大学生等コース 50 名、
計 108 名のトビタテ
生が自身の留学体験を
発表しました。
関東会場の東京海洋大学では、予約無しで当日観覧の席を求め
て行列ができるなど、300 名を超える方々にお越しいただき、
続く東北では東北学院大学ホーイ記念館で開催。120 名を超
える人が観てくれました。全日程を通して、どの会場も超満員
での熱気あふれる開催となりました。
また、トビタテ生の有志自主開催となった中四国会場も、100
名近くの観覧者を集め、盛況に行われました。
どの会場も留学してきたトビタテ生の熱い思いやユニークな経
験をたくさん聞くことができ、合計で 1,000 人以上の方々に
留学の意義をお伝えすることができました！

TOBITA Tech は「 ト
ビタテ！留学 JAPAN
日本代表プログラム」
の採択生と支援企業か
ら構成される、主にテ
クノロジーに興味のあ
るトビタテ生が中心と
なって組織されている
コミュニティです。
世界のトップスクールや企業でデータサイエンスやブロック
チェーン、深層学習を始めとしたテック分野を学び実践してき
たトビタテ生と、日本が誇るテック企業によるピッチイベント
やパネルディスカッションを定期的に開催しています。
TOBITA Tech を通じて「トビタテ！留学 JAPAN」の取組が
広く認知され、より多くの学生が世界へ挑戦するきっかけとな
る事、そして学生や社会人といった垣根を超えたコラボレー
ションを喚起し、新たなイノベーションを創出する事を目指し
ています。

これまでに大学生が訪れた国の数は116か国、高校生が訪れた国の数は
76か国にもなりました。
地域人材コースにおいては、合計23地域まで広がりました。

寄附以外にも広報活動や研修などのさまざまな場所で
多くの団体・企業の方からご支援いただいております。

大学生コース 第 11 期生 壮行会

高校生コース 第５期生 壮行会

これまで
大学生5,116名、
高校生2,685名が
留学しました。
これまでの
応募総数は延べ
26,734名です。

留学生の体験談や後輩への
アドバイスを検索できるサイト

「留学大図鑑」への登録者が
1,500人を突破しました。

未来テクノロジー人材枠では、
累計254人の学生が留学しました。
地域人材コースでは、累計583人
が留学しました。

選考では124社に協力いただき、
プログラム全体としては
延べ1,588名の方々に
ご協力いただきました。

トビタテへの認知度は、
大学生が67％、高校生が47％に
向上しました。

トビタテ祭 トビタテ起業家・活動家イベント
トビタテの留学を経て、
自分で事業を興してい
るトビタテ生が主催と
なって、自分たちの考
えや想いを共有する場
が開催されました。多
様なトビタテ生の中に
は、既に起業をして事
業を軌道に乗せている
トビタテ生、まだまだ想いが形にできていないトビタテ生など
様々います。そういった、自分の想いを事業にしようとしている
トビタテ生たちが横のつながりを強固にし、新しいムーブメント
を引き起こすべく起業家・活動家コミュニティを発足しました。
第一回のイベントには 40 名ものトビタテ生が集まり、自分たち
のことだけではなく、トビタテ！留学 JAPAN がより尖った人材
を輩出していくにはどのような要素や支援が必要になるのかにつ
いて話し合うなど、大盛況の中イベントを開催できました。

出典：株式会社マクロミル「海外留学に関する調査」
※留学意向のある学生に限る

の軌跡
留学促進キャンペーン の機運醸成フラッグ

シッププログラムと して2014年に開始
した「トビタテ！留 学JAPAN」も多く

の方々に支えら れ様々な功績を
残すことが出 来ました。こち

らではその 一部を紹介
しま す。

トビタテの同窓会組織
「とまりぎ」が主催と
なって、最大規模の同
窓会が催されました。
本イベントは社会人、
大学生、そして大学生
になった高校生コース
のトビタテ生を集め、
まだ出会ったことのな
い人たちが一堂に会する大きなイベントとなりました。
コースや世代の垣根を超え、一つのトビタテとして「集い」
初めて出会うトビタテ生、久しぶりのトビタテ生と「繋がり」
を創るきっかけとなるべく開催したトビタテ祭は 300 人を超
えるトビタテ生が集まり、お互いの現状共有や夢を語り合った
り、先輩トビタテ生に自分の進路を相談したりと、トビタテで
しか出来ない独自のコミュニティとして大きな成果を得ること
が出来ました。

■トビタテ！留学JAPANのイベントを一部紹介
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■ トビタテ生のアンバサダー活動

■ 留学後に起業したトビタテ生

純粋によさこいの楽しさを知ってほしいという想いで、日
本文化「よさこい」を海外に広める活動を高校 2 年次か
ら始動。単身で海外に行き、現地で新しいチームの立上
げと出演交渉を同時進行。出場権を得ている団体枠を分
けてもらう等の工夫をしながらアメリカでもフランスで
も最終的には大舞台までたどり着いた。途中で資金獲得
のためにクラウドファンディングも実施。実際に作った
チームや教えた振付が現地の人々に受け継がれ、「新しい
文化をその地につくった」「日本を好きな人をまた一人増
やした」という手ごたえある活動を展開。3 年間で 2 万
人ほどの外国人によさこいを披露。
実績：2016 年アメリカ合衆国ディズニーワールド主催タ
レントコンテスト優勝、同年マイアミ領事館後援日本祭
で感謝状授与、2018 年 Japan Expo 最大スタジアムで
演舞等。

NPO 法人 e-Education ミャンマー PJ リーダーとして、
公立学校への映像授業普及プロジェクトを推進。その活
動中に問題を『教育環境』ではなくその背景にある若者
の『未来への不透明感』だと定義し、現地の若者がロー
ルモデルの物語を元にキャリアについて考えるキャリア・
進学メディア”Live the Dream”を留学中に創業。ユーザー
は約 85 万人を記録 (2019 年 12 月 )。
現在は現地の日系企業から資金調達をして子会社化。
将来的に更に社会に大きなインパクトを与えられる起業
家になるために日本に戻りリクルートで現在修行中。同
時に東南アジア人と日本人の共生を目指す東南アジア特
化型シェアハウス”ASEAN HOUSE”を創設し更なる事
業拡大に挑戦中。

私の留学での活動目的は、日本の焼酎をより多くの韓国
の学生に知ってもらうこと、そして、韓国の酒文化につ
いて学ぶことです。
日本の焼酎紹介活動では、韓国の 4 つの大学の授業で総
勢 200 名の学生に日本の焼酎の特徴や歴史、製造法を説
明し、その後焼酎を試飲してもらって率直な感想を聞い
たりして交流しました。韓国にはない焼酎の飲み方「水
割り」「お湯割り」で美味しく飲んでもらえるよう焼酎も
それぞれにあった銘柄を持っていきました。
また、留学中に参加したお酒の席で、自分が韓国につい
てより理解を深められたことを話し、相手にも日本をよ
りよく理解してもらうためにも、日本に来て日本の色々
なお酒を飲んで欲しいという思いを伝えました。将来は
酒業界でグローバルに活躍し、日本の焼酎の知名度向上
に貢献できる人材になりたいです。

アメリカ • ヒューストンにあるライス大学で客員研究員と
して約 1 年間、NASA が開発中のオリオン宇宙船に関す
るコンピュータシミュレーションの研究に従事しました。
具体的にはオリオン宇宙船が地球帰還時に使用するパラ
シュートの対する周りの空気のシミュレーションをその
分野の権威とされている教授の元で研究を行いました。
帰国後はテクノロジー領域のトビタテ生と支援企業によ
る交流を深める目的とした、TOBITA Tech というミート
アップイベントをトビタテ事務局の協力のもと主催して
おります。また、インド人の仲間と共に、自分に最適な
化粧品が AR と AI により瞬時に分かり、世界中の商品が
その場で買える美容プラットフォーム Skiskin を創業し、
世界で名前が認知される企業を再び日本から生み出すこ
とを目指しています。

７期
多様性人材コース

フランス

６期
新興国コース

ミャンマー

新
あ ら い だ

井田 ひなのさん

佐
さ さ

々 翔
し ょ う た ろ う

太郎さん

世界に広まれ！
よさこい伝導ツアーinヨーロッパ

東南アジアそのものが
自分自身の生きがい・アイデンティティに！

10 期
多様性人材コース

韓国

６期
理系、複合・融合系人材コース

アメリカ

黒
く ろ せ

瀬 大
ひ ろ む

夢さん

田
た な か

中 達
た つ や

也さん

焼酎文化で日韓を繋ぐ

TOBITA Techを主催！
次は技術×インドで活動を展開！

■ 個人支援者一覧 2017 年 1 月 1 日～ 2019 年 12 月 25 日までの寄附者 164 名
＊はトビタテ生

敬省略
50音順

小田玄紀 / 加藤幸輔 / 島戸一臣 / 新村和大 / 瀬戸早苗 / 髙見信光 / 谷口正俊 / 筒井勝美 / 筒井俊英 / 馬場信治 / 村田貴士 / 吉田なおみ
サポーター

プラチナ / ゴールド / シルバー サポーター

自分自身も高校留学を経験し、学校生活で築いた人脈やグローバルな世界で対等
に渡り合えるという自信は、その後の人生において大きな財産となりましたの
で、世界で活躍できる人材を応援することに少しでもお力になれれば思っています

村田 貴士 様　投資家

世界で活躍できる人材を応援したい

コメント

今、本当に優秀な人は、どんな人か。偏差値が 高い人というのは、要は他者から
の評価を得る競争に時間と能力を投資したわけで、自分の興味関心が 育ってい
ない。しかし、私たちに今必要なのは、個人の強い問題 意 識である。その意味
で、本当のトップクラスは、突然変異的にいろいろなところにいて、ワケの解らな
いことをしている。そんな人たちを繋いだところに、トビタテの凄みがあると思う。

新村 和大 様　会社経営、大学教員

本当に優秀であるとはどういうことか

コメント

誰のせいでもなく自分の責任で渡航し、「与えてもらう」ことも無い中、異国の地でたっ
た一人、目標に向かって修羅場を乗り越えた留学中の経験は、自信にも繋がり、帰国後
の更なる挑戦に繋がっています。一人でも多くの日本の若者が、自分自身に誇りを持ち、
これからの世の中を自らの選択で自信を持って歩んでいけるよう、背中を押し続けます。

和田 海月 様　トビタテOG・社会人

やりたいことで挑戦した海外経験を、自分への誇り・自信に変えてほしい

コメント

青木勝重 / 青木優 / 青野史寛 / 赤石百合子 / 秋本和紀＊ / 浅原由奈＊ / 安谷屋樹＊ / 阿部健太郎＊ / 阿部了也 / 荒井悠太＊ / 新井翔太 / 新井智秀 /
安藤正英 / 石原敦夫 / 石原健一朗 / 伊舎堂雄二＊ / 井手謙太郎 / 今井了 / 今泉誠也 / 今﨑眞司 / 岩井凌太＊ / 有働淑史＊ / 江口和美 /
遠藤邦彦 / 扇山魁斗＊ / 大木大地 / 大坪隆志 / 大西麻鈴 / 大場大輔＊ / 岡崎翼＊ / 岡嶋美和 / 岡田悠輝＊ / 奥浜真乃助 / 奥山健人＊ /
オサダ マサヤ / 長田真幸 / 小野寺航太 / 小野由布子 / 甲斐丞貴＊ / 甲斐実＊ / 加川美由紀＊ / 片岡知里 / 加藤格 / 金成隆之 /
株式会社トゥエレスバリエンテ / 株式会社ふんどし部 / 神谷則佳 / 亀田雅紀＊ / 栢徹夫＊ / 川西発之 / 喜多恒介＊ / 北瀬愛 / 木田龍祐＊ /
木下幸代 / 木村大輔 / 木村隆之 / 口石幸治 / 工藤萌子＊ / 熊澤匠 / 洪英高＊ / 小島浩道 / 小林諭史 / 小林冬馬＊ / 胡麻本太 / 小山陽一郎 /
近藤博人 / 齋藤毬子 / 酒井南奈＊ / 坂本芳文 / 櫻井秀秋 / 佐藤圭＊ / 佐藤北斗 / 佐藤里穂＊ / 三信インターナショナル有限会社 / 塩崎彰久 /
重宗宏毅＊ / 篠原翔 / 嶋田一義 / 清水元承 / 志村一 / 白井徹哉 / 新出陽子 / 鈴木健太郎＊ / 千賀亮＊ / 高尾明香里＊ / 高岡航介＊ / 高柴慶人＊ /
高田知佳＊ / 高橋建 / 高橋昌紀 / 高原優 / 田口葵＊ / 竹内翔太 / 竹中友浩＊ / 田島麻衣子 / 田中傑＊ / 田中麻理子 / 束田健一 / 堤資生 / 
寺尾茂 / 寺下穂＊ / 東京城東ロータリークラブ / 戸上純＊ / 富田達也 / 内藤彩 / 中舘尚人 / 中谷裕次 / 中野容道 / 中山裕基＊ / 中山麻央 /
楢崎洋子 / 二茅理穂子＊ / 西尾美菜 / 西川朋子 / 任玲 / 沼野太郎 / 野崎治子 / 間祐太朗 / 橋詰篤志 / 長谷川寛晃 / 服部竜也 / 濱口正幹 /
原田直明＊ / 深澤正博 / 福田成康 / 藤井太一＊ / 藤木義昭 / 藤代國忠 / 堀江泰司 / 堀佳月＊ / 本多宏江 / 槙山武蔵＊ / 增永直久 / 松岡喜美江 /
松尾博一＊ / 松永梨音＊ / 松野洋希 / 松村綾乃＊ / 三浦靖春 / ミキ ショウジロウ / 三島貴志 / 水間玲 / ミヤザキ アツシ / 宮里雅樹＊ /
村上愛瑠＊ / 茂原明美 / 森田伸友＊ / 安田洋介＊ / 安渕聖司 / 柳田真雄 / 山口大輔 / 山口洋史 / 山口文洋 / 山口諒真＊ / 山崎直子 /
山田美奈都＊ / 山田唯人 / 山本佑樹＊ / 吉谷真子 / ワカマツ カツミ / 和田隆克＊ / 渡辺和樹 / 和田海月＊

支援者の声
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■ 支援企業・団体一覧
㈱ IHI / あいおいニッセイ同和損害保険㈱ / ㈱アイスタイル / ㈱アカツキ / 旭化成㈱ / ㈱朝日新聞社 / ㈱アシックス / 味の素㈱ /
アビームコンサルティング㈱ / アルー㈱ / ㈱ ECC / EY 新日本有限責任監査法人 / ㈱市進ホールディングス / 出光興産㈱ / 伊藤忠商事㈱ /
伊藤ハム㈱ / 稲畑産業㈱ / 岩谷産業㈱ / インフォコム㈱ / ウィプロ・リミテッド / 一般財団法人上田記念財団 / ㈱内田洋行 /
AIG 損 害 保 険 ㈱ / ANA ホ ー ル デ ィ ン グ ス ㈱ / 英 進 館 ㈱ / ㈱ エ イ チ・ ア イ・ エ ス / SBI ホ ー ル デ ィ ン グ ス ㈱ /
NTT グ ル ー プ / ㈱ オ ウ ケ イ ウ ェ イ ヴ / オ ー ク マ ㈱ / 大 阪 ガ ス ㈱ / 大 阪 シ ー リ ン グ 印 刷 ㈱ / 大 塚 オ ー ミ 陶 業 ㈱ /
㈱ 大 塚 商 会 / ㈱ 大 林 組 / オ ム ロ ン ㈱ / 花 王 ㈱ / カ シ オ 計 算 機 ㈱ / ㈱ 学 研 ホ ー ル デ ィ ン グ ス / ㈱ カ ネ カ / 兼 松 ㈱ /
学 校 法 人 河 合 塾 / 川 崎 重 工 業 ㈱ / キ ッ コ ー マ ン ㈱ / ㈱ 紀 伊 國 屋 書 店 / キ ヤ ノ ン ㈱ / キ ユ ー ピ ー ㈱ / 京 セ ラ ㈱ /
共立製薬㈱ / ㈱公文教育研究会 / ㈱クリーク・アンド・リバー社 / ㈱クレハ / グローリー㈱ / KDDI ㈱ / ㈱神戸製鋼所 /
興 和 ㈱ / ㈱ コ ー セ ー / 一 般 財 団 法 人 国 際 ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 協 会 / コ ニ カ ミ ノ ル タ ㈱ / ㈱ 小 松 製 作 所 /
サクラグローバルホールディング㈱ / サッポロホールディングス㈱ / ㈱さなる / ㈱ SUMCO / CBC ㈱ / JFE ホールディングス㈱ /
㈱ジェイティービー / ㈱ジェイテクト / シスメックス㈱ / ㈱資生堂 / シチズン時計㈱ / 澁谷工業㈱ / ㈱島津製作所 / 島村楽器㈱ /
清水建設㈱ / ㈱ジャパンタイムズ / 信金中央金庫 / 一般社団法人信託協会 / ㈱スズケン / 住友化学㈱ / 住友金属鉱山㈱ /
住 友 重 機 械 工 業 ㈱ / 住 友 商 事 ㈱ / 住 友 不 動 産 ㈱ / 住 友 林 業 ㈱ / 駿 台 国 際 教 育 セ ン タ ー ㈱ / セ イ コ ー エ プ ソ ン ㈱ /
セイコーホールディングス㈱ / セイハネットワーク㈱ / セガサミーホールディングス㈱ / 積水化学工業㈱ / 積水ハウス㈱ /
㈱セブン & アイ・ホールディングス / ㈱セラフ / 双日㈱ / ソニー㈱ / ソフトバンクグループ㈱ / 損害保険ジャパン日本興亜㈱ /
ダイキン工業㈱ / ダイハツ工業㈱ / 太平洋セメント㈱ / ㈱ダイヤモンド・ビッグ社 / 大和ハウス工業㈱ / ㈱髙島屋 /
宝ホールディングス㈱ / 武田薬品工業㈱ / ㈱竹中工務店 / ㈱丹青社 / 中外製薬㈱ / 蝶理㈱ / TSUCHIYA ㈱ / ㈱槌屋 / DIC ㈱ /
DMG 森精機㈱ / ㈱ディー・サイン / TDK ㈱ / ㈱帝国ホテル / ㈱ディスコ / ㈱ディジタルメディアプロフェッショナル / テルモ㈱ /
東亞合成㈱ / 東海旅客鉄道㈱ / 東急不動産ホールディングス㈱ / 東京エレクトロン㈱ / 東京海上日動火災保険㈱ / 東京ガス㈱ /
東京急行電鉄㈱ / 東京個別指導学院㈱ / ㈱東芝 / 東武鉄道㈱ / 東武トップツアーズ㈱ / 東レ㈱ / TOTO ㈱ / トヨタ自動車㈱ /
豊田通商㈱ / ㈱トラストバンク / ㈱ナガセ / 長瀬産業㈱ / ㈱ニコン / 西日本旅客鉄道㈱ / 日油㈱ / ㈱ニチレイ / 日産化学㈱ /
日清食品ホールディングス㈱ / 日清紡ホールディングス㈱ / 日鉄物産㈱ / 日東電工㈱ / 日本カルミック㈱ / 日本軽金属グループ /
㈱日本触媒 / 日本製鉄㈱ / 日本製粉㈱ / 日本電気㈱ / 日本発条㈱ / 日本郵政グループ / ㈱日本旅行 / 日本アイ・ビー・エム㈱ /
日本アイラック㈱ / 日本板硝子㈱ / 公益財団法人日本英語検定協会 / ㈱日本経済新聞社 / 日本航空㈱ / 日本証券業協会 /
日本女性エグゼクティブ協会 / 日本タタ・コンサルタンシー・サービシズ㈱ / 日本たばこ産業㈱ / 日本ビジネスシステムズ㈱ /
日本ユニシス㈱ / 農林中央金庫 / ハウス食品グループ本社㈱ / 長谷工グループ / パナソニック㈱ / ㈱パブリックビジネスジャパン /
㈱パロマ / 阪急電鉄㈱ / バンドー化学㈱ / 阪和興業㈱ / BNP パリバ・グループ / PwC コンサルティング合同会社 / 東日本旅客鉄道㈱ /
ピ ジ ョ ン ㈱ / ㈱ ビ ズ リ ー チ / ㈱ 日 立 製 作 所 / 日 立 造 船 ㈱ / フ ァ ナ ッ ク ㈱ / ㈱ フ ァ ミ リ ー マ ー ト / ㈱ フ ァ ン ケ ル /
フォースバレー・コンシェルジュ㈱ / 富士ゼロックス㈱ / 富士通㈱ / フジテック㈱ / 富士フイルム㈱ / ㈱ベネッセコーポレーション /
㈱ベネフィット・ワン / ㈱堀場製作所 / 一般社団法人マインドフルインスティテュート / ㈱牧野フライス製作所 /  マネックスグループ㈱ /
丸紅㈱ / ミズノ㈱ / ㈱みずほ銀行 / 三井住友海上火災保険㈱ / ㈱三井住友銀行 / 三井物産㈱ / 三井不動産㈱ / ㈱ Mizkan /
㈱三越伊勢丹ホールディングス / ㈱三菱ケミカルホールディングス / 三菱地所㈱ / 三菱重工業㈱ / 三菱商事㈱ / 三菱電機㈱ /
㈱三菱東京 UFJ 銀行 / 森トラスト㈱ / 森ビル㈱ / 八木通商㈱ / ㈱ヤクルト本社 / ヤフー㈱ / ㈱ＵＡＣＪ / ㈱ユーキャン /
㈱ユーグレナ / ユニー㈱ / ユニ・チャーム㈱ / ユニリーバ・ジャパン・ホールディングス㈱ / 横浜ゴム㈱ / ライオン㈱ / ㈱ LIXIL グループ /
㈱リクルートホールディングス / ㈱リミックスポイント / ㈱リンク・インタラック / リンナイ㈱ / ㈱ルネサンス / ㈱レオパレス 21 /
レンゴー㈱ / ㈱ローソン / ローム㈱ / ㈱ワコールホールディングス / ㈱早稲田アカデミー
2019 年 12 月 31 日現在、246 社・団体。
公表可の企業のみ掲載しています。

■　 �フジテレビ
  「フューチャーランナーズ～１７の未来～」

■　 �羽田空港やアパホテル等にて個人寄附
促進動画の配信開始

■　 �日本社会人アメリカンフットボール
リーグ「Ｘリーグ」とのコラボ

■ 2019年広報活動
2019年に行った広報活動の一部をご紹介します。

経費項目 内訳 H26年度決算 H27年度決算 H28年度決算 H29年度決算 H30年度決算 R1年度予算 

①奨学金等学生支援関係経費 385,306 1,147,941 1,611,146 1,781,436 1,781,565 2,147,734 

奨学金等

派遣留学生に対する奨学金､ 授業料及び
留学準備金 ( 往復渡航費 / 事前・事後研
修参加費に相当 ) の支給 

327,974 1,021,868 1,459,541 1,647,774 1,623,173 1,969,854 

a. 大学全国コース （327,974） （845,215）（1,159,676）（1,312,998）（1,292,038）（1,486,820） 

b. 地域人材コース ー （23,070） （72,140） （97,861） （81,435） （74,474）

c. 高校生コース ー （153,584） （227,725） （236,915） （249,700） （408,560）

選考実施経費
（システム・委員会実施）

留学開始前のリクルーティング説明会の
実施、派遣留学生の採用のための書面審
査及び面接審査を行う選考委員会の実施 

25,402 62,114 68,645 63,191 89,220 68,133 

事前・事後研修実施経費
留学目的の明確化と意欲向上をねらう事
前研修及びフォローアップのための事後
研修の実施 ( 大学全国コース・地域人材
コース ) の実施

31,930 53,843 55,895 50,881 49,809 65,568 

高校生コース実施経費 選考会・研修等の実施 ー 10,116 27,065 19,590 19,363 44,179 

②コミュニティ事業実施経費 9,287 24,311 20,047 29,940 31,590 66,919 

企業/コミュニティ成果
報告会等実施経費

留学成果報告会や留学修了者を対象とし
たキャリアセミナー等の実施、留学後の
継続的な学習や留学生のネットワーク構
築、事業方針決定の為の協議会や運営
幹事会等の実施

9,287

20,852

8,985 18,073 20,982 54,064 

地域事業実施経費
地域人材コース実施に係る経費 ( 採択され
た地域に対する一部経費の補助等 )、選考
委員会・プログラム研究会・出張旅費

ー 4,164 3,736 4,711 7,750 

地域人材コース補助経費 地域協議会への補助金等 ー 3,459 6,898 8,131 5,897 5,105 

③管理経費 事務費、人件費

事業実施に必要な事務費及び人件費等
※�文部科学省職員 4 名及び JASSO 職

員 8 名のほか、支援企業・団体から
11 名が出向中。また文部科学省及び
JASSO の幹部も寄附募集活動を実施

62,057 84,247 63,005 63,353 45,732 104,692 

④広報費 印刷物作成・広報イベント
実施経費等

事業を幅広く周知するための広報活動や
説明会の実施 2,425 214 1,932 7,231 15,666 25,367 

総合費（①+②+③+④） 459,075 1,256,713 1,696,130 1,881,960 1,874,552 2,344,712 

寄附金の使途内訳（単位/千円）
■ 決算報告書

費用構成比（H26〜30年）寄附金の使い方

① 奨学金等学生支援関係経費

　93.6％

④ 広報費 0.4％
③ 管理経費 4.4％
② コミュニティ事業実施経費

　1.6％

支援企業の皆様からの運営支援によって管理経費
等の事務費 ･ 人件費は一般的な非営利団体等に比
べ非常に低く抑えています｡ 寄附金の約 94% を
奨学金 ･ 研修運営として直接学生のために活用し
ております｡
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■ 国費でなく民間の寄附だからこそできることがある

■ 寄附型自動販売機

■ ポイントサービスによる寄附

■ 費用的な面で留学を断念する学生が多い

トビタテ！留学JAPANは寄附　金によって成り立っています

グローバル人材育成に関する国の方針として、文部科学省は土台となる教育の在り方改革（英語教育の早期
化・教科化等、高大接続）の他、英語力強化、グローバル化を牽引する学校群の形成、そして留学促進の
それぞれの施策・事業を行っています。
留学を妨げている５つの課題（①経済的な問題、②単位認定が困難、③留年の影響（就職への不安）、④バッ
クアップ体制の不備、⑤両親や家族の理解）の解決のために、官民協働で留学促進キャンペーン「トビタテ！
留学 JAPAN」が発足し、既存の高校生留学促進事業、海外留学支援事業（国費奨学金）に次ぐ取組として、
留学環境のサポート、企業の人事評価・採用基準と留学内容との相互反映、民間資産の活用（インターンシッ
プ機会の提供等）、学生等への留学の動機づけを行っています。

■ 寄附の種類

留学を決断するにあたり、阻害要因の第一として挙
げられるのが経済的な理由です。留学未経験者に
対する調査では、68％が留学を断念した理由とし
て、費用負担の大きさを挙げています。

※�ベネッセ教育総合研究所「留学生・海外体験者の国外における
能力開発を中心とした労働・経済政策に関する調査研究」( 平
成 20 年度経済産業省受託研究 )、2009 年。

紺綬褒章※の伝達式の様子
（※ 500 万円以上の寄附の場合は、紺綬褒章の
申請を致します。）

詳細は、各ポイントサービスをご確認ください。

アプラスカードのポイント
50pt から寄附できます。

ポイント交換所「ネットマイル」にて
100mile から寄附できます。

VISA の「ワールドプレゼント」
にて 200pt から寄附できます。

ベネフィット・ステーションから
ベネポを使って寄附できます。

出光クレジットのポイント
500pt から寄附できます。

OKWAVE 内の「OK- チップ」
５枚から寄附できます。

スマートフォンアプリ
[KIFUU」から寄附できます。

ガスパッチョポイント
100pt から寄附できます。

KIFUU
CLOUD DONATIONK

オールジャパンで留学を応援しよう！ 寄附以外にも様々な支援の方法があります

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

68.0%

39.8%

31.6%

30.6%

20.9%

留学を決断するときの阻害要因（一部抜粋）

留学にかかる費用が高く、
負担が大きかった

留学に必要な語学力が
不足していた
家庭の事情

（費用負担以外の事情）
（奨学金以外の）資金を工面する

方法が見つからなかった
奨学金を得るための
ハードルが高かった

留学後の日本での就職や
就学に支障が出ると思った

留学先を選択する
情報が不足していた

19.4%

18.4%

高校生１人あたりに支給する奨学金は

50万円（※）

大学生１人あたりに支給する奨学金は

150万円（※）

「トビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム」の奨学金は、
全て皆さまからのご寄附を財源に支給しております。

継続的に寄附をする

一度お申し込みいただくと、自動的に決められた月日※に定額を
ご寄附いただけます。

（解約のご連絡をいただくまで、自動継続となります）
※ 月 1 回、年 1 回、年 2 回からお選びいただけます。

本プログラムへの寄附金は、税制上の優遇措置が認められています。
渡航前に準備金として一括支給される奨学金と毎月の活動に応じた月々支給する
奨学金に分かれます。

一括で寄附をする

インターネットを通じ、クレジットカードでご寄附いただけます。

書面によるお申し込み

お電話でお申し込みいただいた後に、必要書類を郵送いたします。
まずは【03-6734-4923】までお問い合わせください。

設置オーナー

自動販売機会社

※寄附額は任意です。

トビタテ！留学JAPAN

寄附型自動販売機とは、自
動販売機の売上げ 1 本ごと
に、ご指定いただいた団体
へ寄附をすることができる
自動販売機です。 
飲料の売り上げ１本あたり
に定額が「トビタテ！留学
JAPAN」に寄附される仕組みになっています。 
トビタテ！留学 JAPAN の寄附型自動販売機
は、東京海洋大学にて第 1号が設置され、
その後、全国で設置が広がり、
ついに 50 台を突破することが出来ました。

■ 寄附付き商品

つぶつぶポップチョコレート 

粉末ジュースでおなじみの名古屋にある駄菓子メー
カー 「松山製菓」とトビタテ！留学 JAPAN がコラボ
しました！

お口の中でとろける感覚とはじける感覚が 両方楽しめる、
新食感の駄菓子です。 
※参考小売価格：４０円（税抜き）
※販売：全国
  （大学生協売店、スーパーコンビニ等で導入検討中）

ご寄附は
  こちらから！
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